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【提出日】平成27年10月2日(2015.10.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　接着間質細胞を含む、内因性造血系に損傷を受けた対象において、内因性造血細胞の再
増殖を誘導するための組成物であって、前記接着間質細胞は、マッチさせた外因性造血幹
細胞が入手できないときに前記対象に投与され、前記接着間質細胞が、三次元培養条件下
で培養されたものである、組成物。
【請求項２】
　内因性造血細胞の再増殖が、内因性造血細胞の数の増加を含む、請求項１に記載の組成
物。
【請求項３】
　内因性造血細胞の再増殖が、ＣＤ４５を発現する造血細胞の数の増加を含む、請求項２
に記載の組成物。
【請求項４】
　前記内因性造血系が放射線被曝より損なわれる、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　前記放射線被曝が進行中である、請求項４に記載の組成物。
【請求項６】
　前記内因性造血系が化学療法により損なわれる、請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
　前記化学療法が進行中である、請求項６に記載の組成物。
【請求項８】
　前記接着間質細胞の入手源が、胎盤、脂肪組織、または骨髄である、請求項１に記載の
組成物。
【請求項９】
　前記三次元培養条件が、細胞増殖を支援する、請求項８に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記接着間質細胞の入手源が、胎盤、脂肪組織、または骨髄であり、前記三次元培養条
件が、分化なしでの、細胞増殖を支援する、請求項１に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記接着間質細胞が、分化なしでの、細胞増殖を支援する三次元培養条件下で、バイオ
リアクター中で培養された胎盤接着間質細胞である、請求項１０に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記接着間質細胞の約６０％未満が、アイソタイプ対照と比較して、フローサイトメト
リーによって検出される、マーカーＣＤ２００が陽性である、請求項１に記載の組成物。
【請求項１３】
　前記接着間質細胞の約６０％未満が、アイソタイプ対照と比較して、免疫蛍光法によっ
て検出される、マーカーＯＣＴ－４が陽性である、請求項１に記載の組成物。
【請求項１４】
　前記接着間質細胞が、Ｆｌｔ－３リガンド、ＩＬ－６、およびＳＣＦを分泌する、請求
項１に記載の組成物。
【請求項１５】
　前記投与が、血管内注射、筋肉注射、腹腔内注射、皮下注射、または吸入によるもので
る、請求項１に記載の組成物。
【請求項１６】
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　前記投与が、筋肉注射または静脈注射によるものである、請求項１５に記載の組成物。
【請求項１７】
　前記第１の投与後約２日～約２１日目に少なくとも１つの追加的な治療有効量の接着間
質細胞が投与される、請求項１に記載の組成物。
【請求項１８】
　前記第１の治療有効量の投与および前記少なくとも１つの追加的な治療有効量の投与が
、筋肉注射によるものである、請求項１７に記載の組成物。
【請求項１９】
　対象が、放射線被曝または化学療法を受けており、放射線被曝または化学療法後の指定
期間内に接着間質細胞が前記対象に投与され、少なくとも１つの追加的な治療有効量の接
着間質細胞が前記対象にその後投与される、請求項１に記載の組成物。
【請求項２０】
　前記放射線被曝または化学療法が進行中である、請求項１９に記載の組成物。
【請求項２１】
　前記第１の治療有効量または前記少なくとも１つの追加的な治療有効量の投与が独立し
て、血管内注射、筋肉注射、腹腔内注射、皮下注射、または吸入によるものである、請求
項１９に記載の組成物。
【請求項２２】
　前記第１の治療有効量の投与および前記少なくとも１つの追加的な治療有効量の投与が
、筋肉注射によるものである、請求項２１に記載の組成物。
【請求項２３】
　対象が、放射線被曝または化学療法を受けており、放射線被曝または化学療法後の指定
期間内に接着間質細胞が前記対象に投与され、曝露の次のマッチング期間後に外因性造血
幹細胞と共に第２の治療有効量の接着間質細胞が前記対象に投与される、請求項１に記載
の組成物。
【請求項２４】
　前記放射線被曝または化学療法が進行中である、請求項２３に記載の組成物。
【請求項２５】
　前記外因性造血幹細胞を前記対象とマッチさせる工程をさらに含む、請求項２３に記載
の組成物。
【請求項２６】
　前記外因性造血幹細胞が、マッチさせた同種の臍帯血細胞または骨髄細胞である、請求
項２３に記載の組成物。
【請求項２７】
　前記外因性造血幹細胞は前記対象とマッチするが、前記接着間質細胞とはマッチしない
、請求項２３に記載の組成物。
【請求項２８】
　前記第１または第２の治療有効量の接着間質細胞の投与が独立して、血管内注射、筋肉
注射、腹腔内注射、皮下注射、または吸入によるものである、請求項２３に記載の組成物
。
【請求項２９】
　接着間質細胞の入手源が、胎盤であり、接着間質細胞の少なくとも５０％が、胎児細胞
である、請求項１に記載の組成物。
【請求項３０】
　前記少なくとも１つの追加的な治療有効量の接着間質細胞が、外因性造血幹細胞と共に
投与される、請求項１７に記載の組成物。
【請求項３１】
　前記少なくとも１つの追加的な治療有効量の接着間質細胞が、外因性造血幹細胞と共に
投与されない、請求項１７に記載の組成物。
【請求項３２】



(4) JP 2014-508799 A5 2015.11.26

　前記少なくとも１つの追加的な治療有効量の接着間質細胞が、外因性造血幹細胞と共に
投与される、請求項１９に記載の組成物。
【請求項３３】
　前記少なくとも１つの追加的な治療有効量の接着間質細胞が、外因性造血幹細胞と共に
投与されない、請求項１９に記載の組成物。
【請求項３４】
　前記接着間質細胞及び前記少なくとも１つの追加的な治療有効量の接着間質細胞の両方
について、接着間質細胞の入手源が、胎盤であり、接着間質細胞の少なくとも５０％が、
胎児細胞である、請求項１７に記載の組成物。
【請求項３５】
　前記接着間質細胞及び前記少なくとも１つの追加的な治療有効量の接着間質細胞の両方
について、接着間質細胞の入手源が、胎盤であり、接着間質細胞の少なくとも５０％が、
胎児細胞である、請求項２３に記載の組成物。
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